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     国立民族学博物館国際シンポジウム

Nat i ona l Museum of Ethno l ogy Internat i ona I Sympos i um

   「紙の若返りを考える」

New Hor i zons in Paper Conservat i on

プログラム

日時：

会場：

主催：

後援＝

2003年11月23日（日） 13：00－16：30

昭和女子大学 80年館オーロラホール

国立民族学博物館

文化財保存修復学会、全国歴史資料保存利用機関連絡協議会



シンポジウムの開催にあたって

19世紀半ば以降に生産された紙の多くに深刻な「酸六二」の問題が生じている。とりわけ20世紀

初頭にかけて出版された本の大半が危機に瀕しているといってもよい。図書館や文書館等があつかう

資料は、その数が膨大であるのに加えて、冊子状に綴じたり製本したものが多いという特徴がある。

資料それぞれの歴史的背景、保存状態、使用頻度などを考慮したうえで、何を残すか、どう残すか、

という議論をおこない、各機関の実清にあった保存方針をたてることが大切である。

 国立民族学博物館では、平成10年度、広く国内外の研究者の利用に供するために、京セラ（株）から

英国議会資料約13000冊の寄贈を受けたが、そのうちの約4分の1は、紙の脆弱化がすすみ、閲覧が

困難あるいは不可能な状態である。そこで、科学研究費捕助金を得て、平成11～13年度に「紙資料

の保存一劣化状態調査法の定式化と大量脱酸処理法の開発」（基盤研究／課題番号11308005／研究代

表者：森田恒之）、および、平成14年度から3年計画で「図書資料の保存一時弱化した紙の大量強

化処理法の開発一」（基盤研究／課題番号14208012／研究代表者：園田直子）を組織し、図書資料の

保存問題に取り組んできた。このシンポジウムはその一環として、劣化した紙資料をどのようにした

ら再生できるかを考える研究の一部を紹介するものである。

 従来の紙資料の保存研究は貴重な1枚ものを主に考えてきたため、大量の冊子資料への対策が後手

に回ってきたことは歪めない。近年はマイクロ化やデジタル化によって資料の情報をのこす研究が進

み、一部は実用化に入っているが、現物を手に取ってみたいという要望には応えることができない。

わたしたちは、実物を利用したいという研究者と、それを支援したいという寄贈者の意思に支えられ

て、劣化のすすんだ本のページをどのようにしたら安全に繰ることができるかを考えてきた。いくら

劣化の原因を解明しても、またその原因を排除しても、いったん劣化した紙の状態を変えることはで

きない。そこで、紙資料の強化に焦点をあてた研究を進めてきた。

ひとくちに紙資料の強化といっても、閲覧に耐えるために、どこまで積極的な処置をおこなうのか

が問題である。どの程度まで傷んだら処置がいるのか、どの程度までの強さが必要最低限あればよい

のか、その基準が確立されではじめて、どのような方法を選択するのかに結びつく。わたしたちは、

これまでに開発された、あるいは、いま生まれようとしている技術の特徴や欠点を十分に理解したう

えで、いくつかの選択肢を知り、有効な基準をつくっていきたいと思う。



 本シンポジウムでは、紙資料の大量強化処理について様々な研究や実用化を進めてきたヨーロッパ

の関連機関から研究者を招聰し、大量強化処理の先行事例の可能性と限界、大量強化処理のひとつの

可能性としてのペーパースプリット法の紹介、というふたつの講演をおこなう。その後、日本の研究

者をまじえてパネルディスカッションの場を設けている。

半日のシンポジウムではあるが、紙の大量強化処理の現状と研究動向をふまえたうえで、今後どの

ように劣化した紙資料なかでも図書類の強化処理問題を考えたらよいのかの議論をはじめる第一歩に

なれば幸いである。

実行委員長 園田 直子
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Biogrephicalnote

Having sUidied chemistTy at the University ofIUelringen and SuJttgart Manfred Anders wrote his doctoral thesis en

cellulose, paper, paj)er ageing and the possibilities of deacidifying and suengthening paper. Decisive fct his decision

to stait a career in ccmservaion was his confmntatiori with the prcbEem of' paper dc}gradatiori during a 7-year part-

tirne wcnk in a bodkbindery. in 1990 he tocik irp a teaching positicm fdr textile chemistry at the University of

Applied Scierioes in Reutiingen ln additi(m, he wcEked as Irreject manager at the Steiribeis Ttansfer Genter fct

Tbxtile Hnishing. Taldng the opmty to firrther pursue his interest in paper c(mservaion, he a(x)epted the

positian of head of R & D at the nevvly ftmded Center fct Bodk CQnservaion in I.£ipzig, Germany in 19g7. As of

July 20Q2 D[ Anders assumed the position of Managing Director at ZFB. Net wanimg to neglect his research

interests he ",orks in the EU research IMeject ori ink c(nrosion (JnkCcE) and Metal in Paper am. I.oOking back on

fifteen years of experience in the field of paper comservation, he is a men)ber of the steering cammittee of the LeJ)A

(International Associati(m of Book and Paj)er C(mservators) and designed a nevv o(moept fdr the association's

publication "faplerRestamierung" together with Wblfgang Jawonk.



□
パネルディスカッションのときの参考にさせていただきますので、ご意見、

ご質問がございましたら、お書きください。

どうもありがとうございました。
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